

府
県

名
を
表
彰

登
録
推
進
に
尽
力

登
録
委
員
表
彰

生涯乳量　都府県　令和６年３～６月

１位
「スーパー　アコム」

今
後
の
行
事日

本
ホ
ル
協

令和５年度

都
府
県
　

支
部
・
承
認
団
体
表
彰

拡
大
・
普
及
に
推
進

宮
崎
県
な
ど
表
彰

◇
会
員
拡
大
推
進
団
体

◇
自
動
登
録

　
普
及
推
進
団
体

◇
血
統
登
録

　
普
及
推
進
団
体

◇
審
査
普
及
推
進
団
体

１
位
　

前
原
和
明
さ
ん

（
宮
崎
県
）

２
位
　

田
中
悠
太
さ
ん

（
福
岡
県
）

３
位
　

荒
井
康
裕
さ
ん

（
栃
木
県
）

全　　　　　　　酪　　　　　　　新　　　　　　　報（７） 第２６０２号（第３種郵便物認可）２０２４年（令和６年）７月日
　
日
本
ホ
ル
協
で
は
毎
年

度
、
会
員
拡
大
や
血
統
登
録

の
推
進
、
自
動
登
録
・
審
査

の
普
及
推
進
に
貢
献
し
て
い

る
各
都
府
県
支
部
・
承
認
団

体
を
表
彰
し
て
い
る
。

【
優
秀
賞
】
宮
崎
県
経
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会

【
優
良
賞
】
熊
本
県
酪
農
業

協
同
組
合
連
合
会
、
鹿
児
島

県
酪
農
業
協
同
組
合

【
努
力
賞
】
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
青
森
県
本
部
、

福
島
県
酪
農
業
協
同
組
合
、

（
一
社
）岩
手
県
畜
産
協
会
、

大
山
乳
業
農
業
協
同
組
合
、

愛
知
県
酪
農
農
業
協
同
組
合

①
増
加
指
数
に
よ
る
も
の

【
殊
勲
賞
】
香
川
県
農
業
協

同
組
合

【
敢
闘
賞
】
新
潟
県
酪
農
業

協
同
組
合
連
合
会
、
大
阪
畜

産
農
業
協
同
組
合

【
努
力
賞
】
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
青
森
県
本
部
、

島
根
県
農
業
協
同
組
合
、
東

京
都
酪
農
業
協
同
組
合
、

（
公
社
）群
馬
県
畜
産
協
会
、

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

長
野
県
本
部

②
普
及
指
数
に
よ
る
も
の

【
殊
勲
賞
】
大
山
乳
業
農
業

協
同
組
合

【
敢
闘
賞
】
大
阪
畜
産
農
業

協
同
組
合
、
鹿
児
島
県
酪
農

業
協
同
組
合

【
努
力
賞
】
お
か
や
ま
酪
農

業
協
同
組
合
、
（
公
社
）
山

口
県
畜
産
振
興
協
会
、
愛
知

県
酪
農
農
業
協
同
組
合
、
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会

秋
田
県
支
部
、
（
一
社
）
滋

賀
県
畜
産
振
興
協
会

【
殊
勲
賞
】
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
青
森
県
本
部

【
敢
闘
賞
】
該
当
な
し

【
努
力
賞
】
該
当
な
し

①
増
減
率
に
よ
る
も
の

【
優
秀
賞
】
（
一
社
）
岩
手

県
畜
産
協
会

【
優
良
賞
】
熊
本
県
酪
農
業

協
同
組
合
連
合
会
、
千
葉
県

酪
農
農
業
協
同
組
合
連
合
会

【
努
力
賞
】
鹿
児
島
県
酪
農

業
協
同
組
合
、
茨
城
県
酪
農

業
協
同
組
合
連
合
会
、
（
公

社
）
山
形
県
畜
産
協
会
、
全

国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
青

森
県
本
部
、
（
一
社
）
滋
賀

県
畜
産
振
興
協
会

②
審
査
頭
数
に
よ
る
も
の

【
優
秀
賞
】
（
一
社
）
岩
手

県
畜
産
協
会

【
優
良
賞
】
熊
本
県
酪
農
業

協
同
組
合
連
合
会
、（
公
社
）

群
馬
県
畜
産
協
会

【
努
力
賞
】
酪
農
と
ち
ぎ
農

業
協
同
組
合
、
千
葉
県
酪
農

農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
大

山
乳
業
農
業
協
同
組
合
、
鹿

児
島
県
酪
農
業
協
同
組
合
、

宮
崎
県
経
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会

　
日
本
ホ
ル
協
は
、
登
録
委

員
に
対
す
る
表
彰
要
領
に
基

づ
き
、
各
都
府
県
支
部
・
承

認
団
体
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た


府
県

名
の
登
録
委
員
の

方
々
を
表
彰
し
た
。
登
録
委

員
は
、
酪
農
組
合
な
ど
の
技

術
職
員
で
、
日
本
ホ
ル
協
が

委
嘱
し
、
酪
農
家
に
最
も
身

近
な
立
場
で
登
録
申
込
書
の

作
成
や
改
良
指
導
な
ど
に
日

頃
か
ら
活
動
さ
れ
て
お
り
、

登
録
推
進
に
は
不
可
欠
な
存

在
で
あ
る
。
常
々
の
ご
尽
力

に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
の
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
令
和
５
年
度
の
表
彰
登
録

委
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
）
で
、
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
。

（
青
森
）
境
知
徳

（
岩
手
）
徳
田
圭
佑
、
岩
脇

秀
身
、
高
橋
翔
太
朗
、
小
泉

由
紀

（
茨
城
）
小
泉
由
紀
子
、
渡

辺
和
弘

（
栃
木
）
岡
信
也
、
釜
野
井

毅
、
古
澤
拓
也

（
群
馬
）
宮
崎
智
裕
、
岡
部

貴
大
、
綾
部
千
春

（
千
葉
）
水
野
好
幸
、
鈴
木

文
雄
、
上
田
千
世
、
小
林
浩

太
朗

（
長
野
）
宇
野
沙
与
子
、
松

沢
幸
児
、
山
下
秋
広

（
岐
阜
）
廣
瀬
太
一
、
澤
村

正
次
、
長
瀬
和
仁

（
静
岡
）
佐
藤
功
、
小
森
哲

平
、
近
藤
宏
子

（
大
阪
）
入
江
康
彦

（
兵
庫
）
道
満
文
貴
、
二
星

隆
太

（
岡
山
）
遠
藤
健
嗣

（
愛
媛
）
上
杉
博
賢
、
家
木

一
、
濱
田
侑
真

（
高
知
）
野
村
莉
子

（
福
岡
）
小
河
武
洋
、
浦
田

凌
太
、
小
金
丸
陽
香
、
元
松

泉（
熊
本
）
黒
田
公
浩
、
平
山

崚
哉
、
松
山
準
聖
、
島
田
大

輔
、
赤
星
清
明

（
大
分
）
板
林
崇
文

（
宮
崎
）
安
藤
龍
貴
、
末
広

隼
一
郎

（
鹿
児
島
）
柴
田
圭
亮
、
池

平
悠
理
、
藤
田
周
平
、
上
園

優
希

（
沖
縄
）
饒
平
名
明

◇
地
区
別
登
録
委
員
研
修
会

・
夏
期
登
録
事
務
担
当
者
会

議◎
東
北
地
区
＝
７
月

・


日
＝
秋
田
県

◎
関
東
地
区
＝
８
月
２
日
＝

東
京
都
内
（
事
務
担
当
者
会

議
の
み
）

◎
中
部
・
北
陸
地
区
＝
８
月

８
・
９
日
＝
静
岡
県

◎
近
畿
地
区
＝
７
月

・


日
＝
大
阪
府

◎
中
国
・
四
国
地
区
＝
７
月


・

日
＝
香
川
県

◎
九
州
地
区
＝
８
月
５
・
６

日
＝
大
分
県

◇
中
央
審
査
研
究
会
＝
９
月


～

日
＝
北
海
道
江
別

市
、
酪
農
学
園
大
学
付
属
農

場

　
令
和
６
年
３
月
か
ら
６
月

に
都
府
県
で
検
定
成
績
証
明

さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
表

に
は
上
位

頭
を
示
し
た
。

今
回
は
６
頭
が
総
乳
量（
Ｍ
）


万
㌔
を
突
破
し
た
。

　
今
回
の
１
位
は
前
原
和
明

さ
ん
（
宮
崎
県
）
の
「
ハ
ピ

ニ
ス
フ
ア
ー
ム
　
ヒ
ラ
リ
ー

　
ス
ー
パ
ー
　
ア
コ
ム
」
の

検
定
回
数
９
回
で
検
定
日
数

３
７
１
２
日
、
Ｍ

万
７
７

１
７
㌔
、
総
乳
脂
量
（
Ｆ
）

６
４
７
９
㌔
、
平
均
乳
脂
率

（
Ｆ
％
）
３
・
９
％
、
総
乳

蛋
白
質
量
（
Ｐ
）
５
９
３
６

㌔
。
こ
れ
は
自
身
の
宮
崎
県

内
乳
量
・
乳
脂
量
歴
代
１
位

の
成
績
を
さ
ら
に
更
新
し
、

全
国
で
も
乳
量

位
・
乳
脂

量

位
と
な
る
。
母
牛
の

「
ヘ
ン
カ
シ
ー
ン
　
プ
ロ
ン

ト
　
プ
ロ
ミ
ス
」
が
北
海
道

湧
別
町
の
五
島
牧
場
か
ら
導

入
さ
れ
て
い
る
。
本
牛
の
娘

牛
は
５
頭
が
分
娩
し
、
そ
の

す
べ
て
が
初
産
か
ら
乳
量
１

万
㌔
以
上
を
記
録
。
優
秀
な

遺
伝
子
が
引
き
継
が
れ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
２
位
は
田
中
悠
太
さ
ん

（
福
岡
県
）
の
「
ウ
オ
ー
カ

ー
　
Ｚ
Ｒ
　
Ｐ
・
フ
イ
ン
リ

ー
　
ア
ー
ロ
ン
」
の
検
定
回

数

回
で
検
定
日
数
３
５
９

０
日
、Ｍ

万
３
２
０
１
㌔
、

Ｆ
４
２
４
６
㌔
、
Ｆ
％
３
・

８
％
、
Ｐ
３
５
５
８
㌔
で
あ

っ
た
。
福
岡
県
内
で
乳
量
歴

代
８
位
、
乳
脂
量
歴
代
９
位

の
成
績
。

歳
で

産
と
長

命
連
産
に
優
れ
て
お
り
、
同

牧
場
内
唯
一
の

万
㌔
突
破

牛
。
本
牛
は
既
に
死
亡
し
て

し
ま
っ
て
い
る
が
、
娘
牛
・

孫
牛
・
ひ
孫
牛
計
６
頭
が
誕

生
し
て
い
る
。

　
３
位
は
荒
井
康
裕
さ
ん

（
栃
木
県
）
の
「
ア
ラ
イ
　

Ｄ
　
ス
ー
パ
ー
　
エ
リ
ツ

ク
」
の
検
定
回
数
８
回
で
検

定
日
数
３
０
４
１
日
、
Ｍ


万
７
３
８
９
㌔
、
Ｆ
３
７
４

３
㌔
、
Ｆ
％
３
・
５
％
、
Ｐ

３
６
０
９
㌔
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
乳
量
成
績
栃
木
県
内
歴

代

位
。
初
産
か
ら
す
べ
て

の
乳
期
で
乳
量
１
万
㌔
を
突

破
し
て
い
る
生
産
性
に
優
れ

た
牛
で
、
母
牛
の
「
ア
ラ
イ

　
ダ
ー
ハ
ム
　
Ｂ
　
エ
リ
ツ

ク
　
Ｅ
Ｔ
」
も

万
㌔
突
破

牛
。

　
４
位
は
和
気
輝
さ
ん
（
栃

木
県
）
の
「
パ
イ
ン
ツ
リ
ー

　
ネ
リ
ー
　
マ
ー
ヒ
イ
ン
」

の
検
定
回
数

回
で
検
定
日

数
２
９
９
８
日
、
Ｍ

万
７

２
３
６
㌔
、Ｆ
４
１
４
５
㌔
、

Ｆ
％
３
・
９
％
、
Ｐ
３
４
９

７
㌔
。
生
後
す
ぐ
に
同
県
那

須
烏
山
市
の
中
山
牧
場
よ
り

導
入
さ
れ
、
以
後

年
間
飼

養
さ
れ
て
い
る
。
和
気
牧
場

内
で
は
３
頭
目
の

万
㌔
突

破
牛
と
な
っ
た
。

　
５
位
は
星
野
和
司
さ
ん

（
群
馬
県
）
の
「
キ
ヤ
プ
テ

ン
　
Ｋ
　
フ
イ
ー
バ
ー
　
キ

ヤ
ン
デ
イ
ー
　
マ
ツ
ク
ス
」

の
検
定
回
数
８
回
で
検
定
日

数
３
１
０
９
日
、
Ｍ

万
４

８
５
３
㌔
、Ｆ
４
４
０
３
㌔
、

Ｆ
％
４
・
２
％
、
Ｐ
３
６
９

６
㌔
で
あ
っ
た
。
６
世
代
前

よ
り
同
牧
場
で
飼
養
さ
れ
て

い
る
血
統
の
う
ち
の
１
頭
。

す
べ
て
の
乳
期
で
乳
脂
肪
率

が
４
％
を
超
え
て
い
る
。
ま

た
、
決
定
得
点

点
を
獲
得

し
て
お
り
、
体
型
面
も
優
れ

て
い
る
。

　
６
位
は
吉
田
仁
治
さ
ん

（
新
潟
県
）
の
「
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
　
ス
イ
ー
テ
イ
　
ハ
イ

デ
ン
　
Ｅ
Ｔ
」
の
検
定
回
数

６
回
で
検
定
日
数
２
６
５
５

日
、
Ｍ

万
１
６
４
０
㌔
、

Ｆ
４
２
４
３
㌔
、
Ｆ
％
４
・

２
％
、
Ｐ
３
５
３
３
㌔
で
あ

っ
た
。
同
県
畜
産
セ
ン
タ
ー

所
有
牛
が
供
卵
牛
の
Ｅ
Ｔ
産

子
で
、
６
産
に
し
て

万
㌔

を
突
破
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
５
位
の
星
野
和
司

さ
ん
を
は
じ
め
、
高
橋
洋
一

さ
ん
（
新
潟
県
）
、
松
島
太

一
さ
ん
（
熊
本
県
）
、
新
海

益
二
郎
さ
ん
（
長
野
県
）
、

植
木
靖
さ
ん
（
栃
木
県
）
、

（
有
）加
藤
牧
場（
埼
玉
県
）、

伊
藤
博
さ
ん
（
千
葉
県
）
、

新
永
文
治
さ
ん（
熊
本
県
）、

谷
口
学
さ
ん
（
京
都
府
）
、

中
村
優
さ
ん
（
岩
手
県
）
、

雫
田
岳
志
さ
ん
（
長
野
県
）

所
有
牛
は

点
以
上
を
獲
得

し
て
お
り
、
体
型
に
お
い
て

も
優
れ
た
成
績
を
残
し
て
い

る
。


